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光－分子―低次元ナノ材料の相互
作用を利用したガスセンシング技術
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• ナノカーボン（カーボンナノチューブ、グラフェン）や他の 2
次元層状物質（MoS2 など）のもつ巨大な比表面積や、優れた
電気伝導特性・光物性に注目し、これらナノ材料の表面、異種
ナノ材料間の界面、複合構造を利用した、高感度で超低消費電
力なガスセンサの開発。

• 単層 MoS2 に光照射することによってガス分子の吸着・脱離を
促進し、ガス濃度のリアルタイムモニタリングに適した高速応
答を実現。

• 現在、環境汚染ガスや生体ガスをターゲットに、高い分子識別
性を持ったガスセンサの実現を目指している。

ナノカーボン、2 次元材料、ガスセンサ

応用分野 医療・ヘルスケア分野、環境モニタリング分野、スマートデバイス開発
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